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＜連絡事項＞

· 本日より、中村真巳子さん（6/5・6、明日午前は外来へ）、青山沙耶香さん（1週間）が通所ローテーション研修。

· 6/5～13までの間、①本部から道路に下りる階段、②南山苑から南寿の里へ行く階段の塗装工事を実施。外灯も壊れているため、修理中。

· 浴室の網戸の取り付け作業、終了している。

＜外来情報＞

· 中居　松男　様～気分の高揚さ、夜間睡眠の不安定さがあることを本人から話されている。就床前

薬のレボトミン・リントンを増薬。日中の活動に影響がある可能性もある為、変化があれば外来に情報提供をしていく。

· 種市　久子　様～児童相談所の職員が6/16に来て新しい自宅の状況を見ること、子供を引き取る

方向になっていること、娘が不登校になっていることを話されている。表情は明るく、不安定な様子はみられない。

· 船場　幸子　様～年金手帳の更新や、年金の受給期間について質問されている。

· 鈴木　恵美子様～血圧は正常範囲内。デイケアでの血圧測定も継続とのこと。

· 大久保　康弘様～今朝、財布を無くしたことについて話されている。担当医より、何か変わったこ

とはないか尋ねられているが、若干気分が高揚している感じはあるが、特にないと話されている。リントンを減薬していたため、元の量に戻すか説明すると、本人が断っている。気分の高揚を抑える目的で、バレリンが増薬となっている。症状が落ち着かないようであれば、外来に情報提供とのこと。

＜利用者様情報＞

· 高橋　百壽　様～11：30午前中のプログラム終了後、不調訴えており、血糖値測定すると72mg/dl。

昼食まで時間がある為、ブドウ糖1包摂取。歩行時ふらつくとのことで、昼食はスタッフが配膳し、全量摂取されるが、食後も、体調がよくならないとのことでブドウ糖をもう1包摂取している。以前も低血糖になった際、2包服用したことがあったとのことで、その時は高血糖にならなかったと話される。13：30血糖値159mg/dl。体調は良くなったとのこと。

· 江刺家　陽輝様～本日、本人と母親、担当医とで面談実施。昨日、ゴミ出しについて口論となり、

母親を殴ってしまったとのこと。母親としては、まだ入院はさせずに様子を見たいとのことで、担当医からもそのまま様子を見るよう説明されている。本日、本人は右手に包帯を巻いて来所されており、表情の硬さもみられている。他者に話し掛けられるも、「今日の自分とは話さない方がいい」と話し、交流を避ける様子あり。午後からは、他者と卓球をするなど交流みられているが、表情の硬さは変わらず。
　⇒今後も、本人の精神症状の変化に注意し、観察を行っていく。

· 中居　松男　様～最近の症状の変化について、外来に情報提供している。本日は、気分の高揚さは

みられないが、以前よりも呂律不良さみられている。
⇒今後も症状の変化に注意し、関係機関にも情報提供していく。

· 大久保　康弘様～今朝、「財布が無くなった」と通所に連絡あり。最近の様子（死体などに関連し

た詩を書く、仕事をしたいと希望されているなど）を世話人に情報提供し、グループホーム訪問してもらっている。財布はすぐに見つかったとのことで、「いつもと違う所に置いていて、どこに置いたかわからなくなった」と話される。世話人より、普段はこのようなことはなく、貴重品管理はしっかり出来ている方と情報あり。今回の件について、本人からも受診時に担当医へ報告するよう説明。
⇒今後も様子観察を行い、世話人など関係機関に情報提供していく。

· 袴田　隆裕　様～昨日の来所時、表情冴えない様子あり。職場実習を3週間休んでおり、「やる

気が起きない。仕事を辞めようと思っている」「給料もらってないし、お金を早く貯めたい。なかなか前に進まないからイライラする。仕事にも飽きてきた」と話される。以前不満を話していた職場の上司は、現在は気にならないという。
仕事を始めて1ヶ月程度しか経っていないこと、新しく仕事を始めることで、また1からやり直しになってしまうこと説明。現在3週間仕事を休んで生活リズムが乱れていること、このままでは同じ事を繰り返す可能性があることから、現在の仕事を続けて自信がついてから次を考えるよう提案している。
本人としては、現在の仕事内容も希望していたものではなく、就労支援がスローペースで進んでいるため、気が焦っているとのこと。夜間に考え事をして眠らないことも多く、生活リズムが乱れやすい傾向みられる。また、気分がぼんやりとし、なかなか言葉が出てこないことも気になるとのこと。
⇒体調が悪い時は、無理せず仕事を休んでも良いことを説明している。
⇒母親にも連絡をとり、自宅での様子を伺っていく。

＜プログラムテキスト確認＞

～家事動作訓練～

· 洗濯や入浴方法など実技中心のプログラムであり、この方向で進めていく。

· 講義より、実際に現物を見て行った方が分かりやすいため、実技をメインに置く。

· プログラム時間を使用して、実際入浴を行って頂く方法もよいのではないか。










